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【論文】 
  

目黒区自由が丘におけるイメージ評価の分析 
－利便性，親密性，流行性，安全性の観点から－ 

  

小森 梨恵 

 

Ⅰ はじめに 

 中学時代の３年間を目黒区で過ごした経験から，何度

か自由が丘を散策する機会があった．そのとき，街のと

ころどころに個人経営のカフェが存在していることに気

づいた．そもそもカフェの多い街とは，どのような街な

のだろうか． カフェに関する論文をレビューしていった

ところ，カフェは都市性（都市らしさ）を象徴する存在

として成り立っていることが分かった（山井1993，坂井

2007）．そこで，私は自由が丘の街全体について,人々が

もつイメージに強く興味を抱くようになった．  

 自由が丘のイメージ調査に関しては，2001年に東京都

が大規模に行った「東京都における繁華街利用実態調査」

（東京都 2001）がある．そのなかでは，自由が丘は銀座，

吉祥寺に次ぐ高評価を得た商店街となっており，「利便

性」，「親密性」において都内で１番目に，「流行性」，「安

全性」において銀座に続き２番目に高い数値を示してい

る．しかし，このアンケートには「利便性」，「親密性」，

「流行性」，「安全性」に関しての具体的な説明がないた

め，これらの項目が繁華街の何を指しているのかに関し

ては，回答者の総合的な解釈に委ねられている．たとえ

ば，アンケートでは「利便性」の定義として「来街のし

やすさ，交通の便利さ」とあるが，これは鉄道，あるい

は自家用車を使っての「利便性」を表すのかどうかにつ

いて，知ることができない．また，これ以降自由が丘の

イメージ評価に関する調査は行われていないため，これ

らのイメージ評価が10年以上経過した現在，どのように

変化したかも分からない． 

 自由が丘に関する先行研究では次のような内容が明ら

かとなっている．自由が丘は食事や買い物を目的とする

来街者が多く，来街者属性としては女性が70％を占める

（牛澤ほか 2008）．またベビーカーを利用する人が一定

数自由が丘を訪れており，その回遊行動には特定のパタ

ーンが存在している（末繁・平本 2013）．自由が丘には

車両との距離が近い歩道が複数あり，来街者に心的影響

を及ぼしている．しかし，自由が丘のイメージ評価につ

いての研究は十分に行われているとはいえないのが現状

である． 

 よって，本研究では，「利便性」，「親密性」，「流行性」，

「安全性」の四つの調査項目が，具体的に自由が丘の何

に対して当てはまるのかについて明示的に枠組みを示し，

カフェが多く存在する自由が丘のイメージを構成する要

素を明らかにしていくことを目的とする．これら４項目

の意味内容を検討するにあたり，都市活動家・批評家ジ

ェイン・ジェイコブズ(Jane Jacobs)の『アメリカ大都市

の死と生』(ジェイコブズ2010, 原著は1961年刊)を参考

にする．この書では，都市計画で定められた都市が衰退

を辿る現状を踏まえ，継続的に人々に好まれる都市の条

件を考察している．ジェイコブズの分析は「利便性」，「親

密性」，「流行性」，「安全性」におけるイメージ評価の要

素を分析する際の手助けになると考えられる． 

Ⅱ ジェイン・ジェイコブズによる多様で魅力的な都市

の条件 

 ジェイン・ジェイコブズは，後に幅広い分野の専門家

に影響を与えた著作『アメリカ大都市の死と生』におい

て，活気ある街として人々に好まれる魅力的な街とは，

人が常に街に存在し，さまざまな産業が共存し合う，多

様性のある都市だと指摘している．この書では，多様性

のある街を生み出すための条件が複数挙げられ，多数の

街を事例にしながら詳細に説明している．これらの条件

が，本研究で明らかにしたい都市の「利便性」，「親密性」，

「安全性」，「流行性」とどのように関わりがあるのかを

示し，それぞれの概念の構成に役立てたいと考えている．

ここで注意しておきたいのは，ジェイコブズが述べた多

様性の条件は，都心および都心周辺地区に主に当てはま

るということである．自由が丘は都内において郊外とみ

なせるが，渋谷などの副都心に非常に近いエリアであり，

郊外のなかでも都心への圧倒的なアクセスの良さに恵ま

れていることから，ジェイコブズの考察が利用できると

考える．ジェイコブズが挙げる主な条件は次の４点であ

る．１点目は「混合一次用途の必要性」であり，ここで

言う一次用途とは，それ自体が停泊地のように人々を運

んでくる存在である．よって，オフィスや工場，住宅は
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一次用途に位置づけられる．一次用途をうまく組み合わ

せて，それが人々を別の時間帯に街路に来させることが

できれば，その効果は経済的な刺激をもたらすと指摘し

ている．２点目は「小さな街区の必要性」である．街区

が細かいほど，通行人は毎回違った街路を選ぶことがで

き，またショーウィンドーの面積が大幅に広がり,多種多

様な人間が出会い，近隣同士の交流につながる．そして，

異なる用途をもつ街区同士での交流が盛んになると，さ

まざまな業種の店舗間の相互作用，顧客の多目的行動が

促され，商業の分布や利便性も大きく改善されると指摘

している．３点目は「古い建物の必要性」である．長年

の人と建物の繋がりが，新築の建物に比べ,世代を越えた

多くの人々を結ぶ焦点となって広い範囲の経済効果を生

み，何十年，何世代という長い時間をかけて活気のある

おもしろいものを発信していく可能性を秘めているとし

ている．４点目は「密集の必要性」である．ここでは，

複数の都市における成功例を挙げ，都市の住宅密度の高

い街ほど，人々の職業や生活スタイルの多様性をもち,

街の活気が継続し発展していると述べている（ジェイコ

ブズ 2010）． 

 これらの条件を参考に，「利便性」，「親密性」，「流行性」，

「安全性」について，下記のように特性を分節化して，

筆者が独自にフレームワークを作成した． 

 図１は「利便性」について表したものである．利便性

という言葉にはさまざまな意味合いがあり，スケールに

よって変化する．よって，フレームワークを作成する上

で，地理的スケールからのアプローチを試みた．１番上

の「建物（店）内」については，店舗における入りやす

さや，注文のしやすさといった建物の利用のしやすさを

示している．２番目の「街区」と３番目の「自由が丘駅

周辺」については，ストリートごとや駅周辺においてど

のような店舗があり，どのような利用のしやすさがある

のかを示している．ここではジェイコブズが重要視した

街区の細かさについても注目する．フレームワークにお

ける最後の「路線（都外）」については，来街者における

東急東横線，大井町線，もしくは自家用車などによる自

由が丘へのアクセスのしやすさという意味での利便性を

示している． 

 図２と図３は「親密性」について表したものである．

街における親密性には人とどれほど関わるかという意味

での対人接触と，日常に関連のある空間がどれだけ存在

するかに分かれると考えた上で，それぞれフレームワー

クを作成した．図２の「対人接触」とは人との関わりの

ことであり，屋外であるストリートと屋内とに分類した．

ストリートでは通行空間としての道路と，道路以外の公

園や空き地などの空間とに分けて考えた．屋内は主に店

舗内と，公共空間を含めた施設を取り入れた．図３の「日

常に関連する空間」では，ジェイコブズの主張を参考に,

古い建物，住居，飲食，健康，美容，教育，娯楽，その

他の項目に分類し，それぞれに対応する具体的な施設や

空間を挙げたものとなっている． 

 図４は「流行性」について表したものである．流行性

は世の中で話題となることから生まれ，その話題を生み

出す主体とは，実態のあるモノや，人の生き方やライフ

スタイルに分かれると考え，フレームワークの中で分類

した．シンボルについては，内田（1989）が都市におけ

るシンボルの重要性を指摘しており，これを参考にして,

フレームワークに取り入れた．  

 図５は「安全性」について表したものである．安全性

は「治安」という意味合いと，「路面環境」における「歩

行者」，「自転車」，「車」が通行しやすいかどうかの意味

合いがあると考える．そこで二つの意味合いで分類し，

「治安」ではジェイコブズの主張から「店舗の有無」お

よび「人の有無」，「住民や事業主の意識」を取り入れた．

また，「シンボル」は「流行性」のフレームワークにも話

題性の大きさとして取り入れているが，北陸地方の都市

イメージを研究した伊藤（1994）の論文において，メル

ヘンな建築物が少なからず北陸地方の都市に「安全な」

印象を与えることが指摘されているため，「安全性」のフ

レームワークのなかで「治安」の項目にも取り入れた． 

Ⅲ 調査方法－量的および質的研究について－ 

 本研究では，主に質的調査によって,自由が丘のイメー

ジ評価の分析を試みる．場所イメージに関する研究では，

これまで広い分野において多数の研究がなされてきた．

地理学的アプローチによる量的調査においては,伊藤

(1994）による北陸地方の都市イメージの研究や，尾藤

(1992）による東京都における地域イメージの構造研究な

どが挙げられ，質的調査においては内田(1989）による軽

井沢のイメージ定着についての研究や，滝波(2003）によ

るジュネーブのホテルを対象としたイメージ研究などが

挙げられる． 本研究では，アンケートによる量的調査と

して大規模なものである「東京都における繁華街利用実

態調査」において，抽象的に「利便性」，「親密性」，「流

行性」，「安全性」として質問された内容を具体的に明ら

かにすることを目的としている．よって，これらのイメ

ージ評価をより深く解明していくため，聞き取り調査を

中心とした質的調査を実施することが重要であると考え

た． 
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Ⅳ 調査結果 

１．自由が丘の概要 

 この節では自由が丘の概要について，自由が丘商店街

振興組合への聞き取り調査での内容を中心に述べる．目

黒区西部に位置する自由が丘（図６）は，行政地名とし

ては自由が丘一丁目，二丁目，三丁目に分けられる．自

由が丘には，駅前を中心に12の商店街が展開されており，

加盟店舗数が国内最大の1900店舗で成り立つ自由が丘商

店街振興組合として統括されている．商店街に関しては

世田谷区に位置するエリアも一部含まれている．もとも

と自由が丘は，碑襖（ひぶすま）村と呼ばれる葦が生い

茂る農村地域であったが，大正時代の終わりに起こった

大正デモクラシーの流れで西洋の文化に触れるようにな

った若者を，地元の地主が誘引しようとしたことが発展

の始まりとされる．自由が丘駅は1927（昭和２）年に当

時の東京横浜電鉄（現在の東急電鉄）東横線の九品仏駅

として設立された．のちに大井町線が開通し九品仏駅で

交差することになったが，地主による現在の東急への説

得と文化人の多い住民の意思により，駅名が「自由ヶ丘」

駅に改称された．こうした独特の住民属性から，老舗の

洋菓子屋である「モンブラン」をはじめとする西洋風の 

 
 図１ 利便性 

 
図２ 親密性 

（対人接触）

図３ 親密性 

（日常に関連する空間） 
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本格派店舗が集まるようになり，現在の多様な店舗が集

まる街並みが形成された．また，自由が丘は商業地と住

宅地が共存する街でもある．住宅地に関しては，本格派

の店舗を好む人々の移住に加え，地盤の良さから関東大

震災の際には田園調布に続き自由が丘に移住する人が増

えたことで，現在のような高級住宅地に位置づけられる

ようになった．商店街の発端は，第二次世界大戦後に駅

前に闇市が形成されたことであるとされている． 

 このような住民属性や商店街の多様性から，自由が丘

はまちづくりが盛んである．エリアごとに街並みの景観

が異なり，来街者にとって常に話題を呼ぶ街として知ら

れる． 

 
 ２．ストリートの紹介－オフィシャルガイドブックと

観察調査を参考に－ 
 以下では，筆者が実際に次の14ストリートを歩き，ス

トリートごとの概要を述べる．また，観察の際には自由

が丘商店街振興組合が発行する「自由が丘オフィシャル

ガイドブック」の内容も参考にした．そもそも通りの多

くに固有の名前がつけられていることが，自由が丘の特

徴である． 

１）ヒルサイドストリート(図６A) 

 自由が丘駅正面口からカトレアストリートを通ると見

えてくる，自由が丘の北側に位置するストリートであり，

熊野神社や住宅地に接している．歩いていると外国にい

るかのような感覚に陥る．ガイドブックには，ストリー

ト沿いには外国の小物を扱う店舗が紹介されており，路

地に入るとフレンチの隠れ家レストランなどが点在して

いる． 

２）学園ストリート(図６B) 

 自由が丘のなかでは珍しく車の通行量が多いストリー

トである．名前の通り，商店街の端に当たるストリート

の北側には自由ヶ丘学園が位置し，多くの学生が通行す

る姿が伺える．店舗と住宅地が多い自由が丘のなかで唯

一の公園も見られる．ガイドブックによるとパティシエ

の辻口博啓氏の「モンサンクレール」をはじめ，「土屋鞄

製造所」など職人の技術を堪能できるお店が立ち並ぶ． 

３）サンセットストリート（図６C） 

 自由が丘駅正面口からカトレアストリートを通り，ヒ

ルサイドストリートの手前にあるのがサンセットストリ

ートである．このあたりはサンセットアレイと呼ばれ，

路面は石張りで，レンガ調の色合いが強い．ガイドブッ

クによると，西側に美しい夕陽がきれいに沈むことから

「SUNSET ALLEY（夕陽の小路）」と名付けられ，自由が丘

のなかでも特に人気のあるエリアである．学園ストリー

トと女神ストリートを東西に結ぶ200mのエリアに，レス

トラン，カフェ，スウィーツ，雑貨，インテリア，ファ

ッションと多彩なショップが集結している． 

４）カトレアストリート（図６D） 

 自由が丘駅正面口から北側に向かう通りで，サンセッ

トストリートやヒルサイドストリートなどさまざまな路

地とぶつかるメインストリートのひとつである．車も走

行するストリートであり，車，自転車，人ともに通行量

が多く感じられる．住宅地にかけて上り坂となっており，

坂を上り切った先には「水の都」であるベネチアを再現

したショッピングモール「ラ・ヴィータ」が見られる． 

５）すずかけストリート（図６E） 

 学園ストリートと同様に車の通行量が比較的多く，学

園ストリートとクロスするストリートである．住宅街に

向かう閑静な空気が感じられる．ガイドブックによると，

新しいお店が点在しており，雑貨屋やインテリアショッ

プが多く，閑静な雰囲気の中，買い物を楽しむことがで

きるエリアである． 

６）メイプルストリート，しらかばストリート，ヒロ

ストリート（図６F，G，H） 

 この三つのストリートは，自由が丘駅正面口の広場を

挟んだ目の前に広がるエリアである．車も通行できるメ

イプルストリートとヒロストリートに挟まれたしらかば

ストリートは，石畳で細かな路地が特徴的である．ガイ

ドブックによると，「TOMORROWLAND」のようなアパレルシ

ョップや，「J.［posh］」などの雑貨店，「飯尾眼鏡店」な

どの歴史ある名店が連なるエリアであり，「鉄板焼 海山」

や「カレー・カフェ ジジ・セラーノ」などの飲食店も

充実している．また，ヒロストリートには多数のベンチ

が設置されている． 

７）九品仏緑道（トレインチ～無印），スウィーツフォ

レスト付近（図６I，J） 

 
図６ 対象地域 

（縮尺２万分の１，以下同様．ストリートの記号は，本文

中におけるストリート紹介の記述と対応．国土地理院地図

より筆者作成） 
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 筆者が個人的に，自由が丘と聞いてまず頭に浮かぶの

がこのストリートである．ほかの通りと明らかに違うの

は，道の中心に複数の木が植えられていることである．

このあたりはかつて流れていた九品仏川を暗渠化して緑

道にした空間で，現在は石張りでベンチが多く連なって

おり，家族やベビーカーを利用した来街者や，犬と散歩

している住民が休憩をとる光景が見られる．ガイドブッ

クによると，ここは自由が丘の象徴とも言える緑道のあ

るエリアであり，春には桜が美しく咲き誇る．また，複

数の雑貨店やブティックも見られ，日差しの温もりを感

じられる空間となっている． 

８）自由通り，女神ストリート（図６K，N） 

 自由通りは女神ストリートに繋がっており，車の通行

量も多い．女神ストリートには線路沿いに自由が丘デパ

ートがあり，どこか懐かしさを感じられる通りである．

ガイドブックによると，客との距離感が近く，地域に密

着した店舗が多い．  

９）美観街（図６L） 

 自由が丘駅北口を出てすぐのこのエリアは，路地が多

いながらも居酒屋店舗が連なる．ガイドブックによると，

古くから営みを続けている店舗も多く，おしゃれな街に

変貌を遂げていく自由が丘の移り変わりをよそに，昔な

がらの趣を保ってきた空間である． 

10）マリクレールストリート（図６M，写真１） 

 自由が丘駅東口の目の前に広がる石畳の空間がマリク

レールストリートである．すぐ裏側が九品仏緑道であり，

人の通行量が多いストリートとなっている．女性が好む

アパレルショップや雑貨店なども見られる． 

 このように，自由が丘にはエリアごと，ストリートご

とに特色が見られる．なぜこのような違いが見られるの

だろうか．そして，このような違いは自由が丘のイメー

ジ評価にどのように関係しているのだろうか．次節以降

では，自由が丘の地区整備に携わる目黒区への聞き取り

調査，自由が丘の歴史とともに発展を遂げてきた自由が

丘商店街振興組合への聞き取り調査，および街頭インタ

ビューの三つの調査内容から明らかにする． 

 

 ３．目黒区地区整備課への聞き取り調査結果－歩いて

楽しむ「道」づくりのアプローチ－ 
 ここでは，自由が丘における街の景観に大きく携わっ

てきた目黒区地区整備課の担当者Ａさんに聞き取り調査

を行った．この内容から，ハード面における視点からの

自由が丘のイメージ分析を試みた．その結果，聞き取り

調査の内容とフレームワークを考慮しながらまとめると，

次のようになる． 

 「利便性」に関しては，東急電鉄によるアクセスの良

さが最も重要であることが明らかになった．また，東急

電鉄の協力のもとに行った改札前の拡張整備や，駐輪場

やタクシープールの設置によって来街者が街を利用しや

すい環境が整えられた．先に述べた「都の繁華街利用実

態調査」は2001年のものであり，この時の自由が丘にお

ける「利便性」の高さは，「来街のしやすさ，交通の便利

さ」と定義されており，歩道環境よりも交通アクセスを

示している．アンケートを実施してから10年あまりが経

過した現在の自由が丘は，交通アクセスに加え，路面整

備による歩きやすさという意味合いで「利便性」が高ま

っているといえる．一方で，先述の通り自由が丘は歩い

て楽しめる街を目指した整備を行ってきたことから，車

道が狭く，車による来街は非常に不便である．よって，

「利便性」を示すフレームワークにおいて，「路線（都外）」

が最も当てはまると考えられる．また，サンセットスト

リートやマリクレールストリートをはじめ，商店街がエ

リアごとにコンセプトを掲げたまちづくりを行い，それ

ぞれに街の用途が異なることから，「街区ごと」の利便性

も高いと考えられる． 

 「親密性」においては，目黒区がまちづくりを進める

なかで，自由が丘商店街振興組合や，まちづくりコンサ

ルタントのジェイ・スピリット１）の存在による地元での

交流が盛んであることが分かった．来街者を含めた交流

は，女神まつりをはじめとする年間イベントにて行われ

ている．このような観点から，フレームワークでは「対

人接触」が当てはまると考えられる． 

 「流行性」においては，エリアごとに特色のあるまち

づくりが挙げられる．特に力を入れた道路の石張り化（カ

ラー舗装，写真１）は，商店街が費用を負担してでも街

並みの景観を良くしていこうという意向が伺える．この

整備によって，海外にいるかのような独特な街並みが話

題を呼び，来街者が増えた．このようなカラー舗装に加

え，自由が丘のマスコットキャラクターである「ホイッ

プるん」２）と企業とのタイアップによる自動販売機や電

話ボックス（写真２）は自由が丘の特色を表しているこ

とから，フレームワークのなかでは「シンボル」が一番

近いと考えられる．この「シンボル」については，自由

が丘駅前にある自由の女神像も該当する．一方で，毎年

50万人の来街者を記録する女神まつりをはじめとする年

間イベントや，目黒区の成人式における自由が丘のスウ

ィーツ配布，歩行者天国の実施（図７）などはフレーム

ワークにおける「イベント」に当てはまる．イベントや

まちづくりが盛んな背景には，幅広い年代における地元

の人間による長年の協力体制が存在していることも明ら
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かになった． 

 「安全性」に関しては，歩道の整備や歩行者天国の実

施という点で「路面環境」における「歩行者」が当ては

まり，地元住民の治安面における抑止力に関する活動か

らは，「治安」における「住民や事業主の意識」が当ては

まる．街の整備や抑止力の活動は国からの評価３）も高い． 

 

４．自由が丘商店街振興組合への聞き取り調査結果－

自由が丘の歴史から読み解く独特の用途－ 

 自由が丘におけるイメージ評価について，これまで地

元住民として大きくまちづくりに携わってきた自由が丘

商店街振興組合の事務長Ｂさんに聞き取り調査を行い，

明らかにした．目黒区における聞き取り調査は主に地区

整備の内容というハード面からのアプローチであったが，

今回は人を通じたまちづくりというソフト面からのイメ

ージ分析を試みる．この結果,「利便性」，「親密性」，「流

行性」，「安全性」の要素をまとめると，次の通りとなっ

た． 
 「利便性」においては，二つの意味合いが強いことが

分かった．１番目に，都内や路線レベルでの地理的スケ

ールから見た自由が丘の立地において，郊外のなかでは

トップクラスに交通アクセスがいいという意味合いであ

る．よって，「利便性」におけるフレームワークでは「路

線（都外）」における交通アクセスの良さが当てはまって

いることが明らかになった．２番目に，普段の生活のな

かで自分が望む生活スタイルを発見できるという意味合

いでの利便性である．自由が丘には雑貨屋をはじめ生活

用品や，美容関連の店舗が多い．自らの嗜好を満たした

いときに，一度にこういった多くの店舗を見比べること

ができる上で，来街者は便利だと捉える可能性がある．

一方，自由が丘は街区が細かく路地が多いため，迷いや

すい点において利便性が低いと，Ｂさんは言う．しかし，

さまざま々な店舗を見比べることのできる点としては利

便性が高いといえる．よって「街区ごと」や「自由が丘

駅周辺」が当てはまる．路地の細かさについては，筆者

が地図上で計測した結果と，先行研究による計測結果を

比較した結果，自由が丘における交差点密度がマンハッ

タンより高いことが分かった（表１，図８）．これは，自

由が丘がコンパクトな街ながらも路地が多く，店舗同士

の距離が近いことが関係していると考えられる． 
 「親密性」においては，「敷居が低い」カジュアルな店

舗が多いことが当てはまる．フレームワークにおいては

「日常に関連する空間」がこれに当てはまり，高級志向

ばかりではなくリーズナブルな価格の店舗も一定数存在

することが，人々の生活を支え親密性に繋がっていると

考えられる．「対人接触」においては女神まつりにて，ベ

ンチでワインを飲みながらナチュラルに来街者同士での

交流が行われているとのエピソードから，自由が丘では

イベントを通して，人との出会いや交流が行われること

が分かった．また，地元住民における交流は，目黒区と

のまちづくりに関する会議が定期的に行われることで実

現されている．よって，来街者にとっては「街区」のな

かで「屋外の空間」としてのベンチ沿いでの交流が，特

 

写真１ マリクレールストリートのカラー舗装 

（筆者撮影） 

 
写真２ 自由が丘のイメージキャラクター「ホイッ

プるん」とNTT電話ボックスとのタイアップ 

（ボックス上部には森林計画の一環としてコケが植えられ

ている．筆者撮影） 

 

 

図７ 自由が丘における歩行者天国 

（土，日，祝日12時〜18時．調査対象の14ストリートのう

ち，太線は車両参入可，駅周辺の細い線は車両参入不可．

国土地理院地図より筆者作成） 
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にイベントの際に盛んであり，地元住民にとっては「建

物内」での会議にて交流が盛んであることが分かった． 
 「流行性」においては，地元住民のなかで流行に対す

るアンテナをもっている人間が多く，キャッチが早いこ

とが挙げられる．文化人が居住するようになった大正期

から，自由が丘の街は地元の人間によってつくり上げら

れてきた．よって，常に自由が丘らしさを追求する人々

が自由が丘に「流行性」の高さを生み出している．一方

で，自由が丘は本物志向の住民が多く，そのようなニー

ズに対応した店舗も見られる．自由が丘に店舗を構える

店主や店員のなかには，自由が丘の歴史的背景からも分

かる通り，テーブルマナーなど国際的な水準を身につけ

た人間も多いという．よって，リーズナブルでありなが

らも本格的なサービスを受けることができる点で，幅広

い客層にとってのニーズが自由が丘には存在しており，

これが来街者に大きな興味を抱かせている可能性が高い．

こういった点で，「流行性」のフレームワークから検討す

ると，「モノ」についてはバリエーションに富んだ店舗が

集まっていること，「ライフスタイル」についてはレスト

ランをはじめとするサービスにおいて幅広い客層に対応

できることが挙げられる．また，女神まつりやスウィー

ツフェスタ４）など，自由が丘の個性を活かしたイベント

が盛んであることも重要である．「シンボル」については，

駅前の女神像が自由が丘の代名詞としての役割を果たし

ており，実際に女神まつりの名称もこの像から名付けら

れている．こうした店舗用途や来街者の多様性が見られ

る自由が丘には，流行に関心をもつ第三者や企業によっ

て常に注目され続ける場所なのである． 

 最後の「安全性」においては，治安に対する地元住民

の意識が高く，犯罪の抑止力にも力を入れていることが

当てはまる．その結果，現在の自由が丘はイベント時の

マナーの良さや，女性向けマンションが実際に多い街と

なっている．一方で，風俗店をはじめとする娯楽関連店

舗の参入制限を地区計画で定めており，実際にパトロー

ルを行った時期もあったという．よって，風俗店等の夜

に栄える店舗は自由が丘には非常に少ない．こういった

点から，フレームワークにおいては「治安」という意味

合いが強い． 

 

５．街頭インタビュー結果－人と空間が調和する街－ 
 自由が丘を訪れる来街者に街頭インタビューを行い，

回答内容から自由が丘のイメージ要素を検討していく．

街の整備や商店街の活動が結果として街のイメージに繋

がるのは，街にいる人の力によってである．人が街をつ

くるという観点では，この街頭インタビューは意義のあ

る調査である．なお，先述の14ストリートを対象に，平

日と休日における14〜17時の時間帯において，各ストリ

ートに２人ずつ，計56組に回答者を選んだが，選定基準

については筆者の目の前を通行し，かつ調査に協力して

くれた人を先着順で対象とした．以上の分析を踏まえて，

「利便性」，「親密性」，「流行性」，「安全性」について次

のようにまとめた． 
 「利便性」においては，鉄道を利用した遠方からの来

街者が多いことから，鉄道による交通アクセスの良さが

最も当てはまると考えられる．特に東横線を経由して自

由が丘を利用する人が非常に多かった．また，来街頻度

が高く，自由が丘になじみのある来街者も多いことから，

リピーターとして自由が丘を利用していることも分かっ

た．来街頻度が高い来街者ほど，「日用品が揃いやすい」，

「いろいろなお店がある」といった買い物のしやすさを

答えていた．以上を「利便性」のフレームワークに当て

はめて考えると，「路線（都外）」，「自由が丘駅周辺」が

 

図８ 自由が丘の交差点分布 

（●は,図６の地図スケールから読み取れる交差点を表す．

約800ｍ四方の範囲に229箇所ある．国土地理院地図より筆者

作成） 

表１ 世界の都市街区の交差点密度 

 
（1600ｍ四方のため自由が丘800ｍ四方229箇所×２，三浦

展ほか, 2007. 『吉祥寺スタイル』 文芸春秋, 39頁を参考

に筆者作成） 
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該当する．また，街区ごと，ストリートごとに来街目的

が偏ることがなかったことから，来街者は自由が丘全体

を回遊している可能性が高いが，路地が多いとの意見が

複数あったことから，街区の細かさが買い物をする上で

の店舗のバリエーションを生んでいるのではないかと考

えられる．よって，フレームワークにおける「街区ごと」

についても当てはまる．用途の多様性については，「親密

性」での分析で詳しく述べることとする．一方で，客層

を制限する店舗も一部存在することから，「建物内」にお

ける利便性は当てはまりにくい． 
 「親密性」においては，店員さんの対応が丁寧である

との意見や，住民との距離感を近く感じるとの意見から

「対人接触」における「店舗」，「道路」が当てはまるこ

とが分かった．一方で，病院やピアノ，ヨガ，フラダン

スなどの習い事に来街する人もいることから，「日常に関

連する空間」のなかでも特に「病院」（図９），「習い事」

（図12）の施設が自由が丘に充実していることも明らか

になった．また，来街目的や自由が丘のイメージの質問

などで多かった「雑貨店」（図10）もフレームワークに当

てはまる．また，フレームワークにはないが，「九品仏緑

道に咲く桜がきれい」という意見から，街が用途だけで

なく，自然と調和している点も街に対する親密性を感じ

る要素として浮かび上がった．一方で，「飲み屋」が少な

いとの意見から，居酒屋や風俗店などの「娯楽」は当て

はまりにくい． 

 「流行性」については，自由が丘のイメージを「おし

ゃれ」と答えた人が多く，理由として話題性のあるスウ

ィーツ店（図11）や雑貨店の名称を挙げたことから，フ

レームワークにおいて「モノ」に関する流行性が最も当

てはまると考えられる．また，高級住宅地といった低層

の景観も「おしゃれ」というイメージを強く牽引してい

ることが明らかになった．一方で，「桜がきれい」という

意見から，花見といったイベントの印象も強いことから，

フレームワークにおける「イベント」も該当する． 
 「安全性」については，主に「治安」についての評価

が非常に高かった．その理由として，自由が丘の人間が

親切であることや，治安に対しての意識が高いと答える

来街者が多かった．一方で，「路面環境」については平日，

休日ともに二分しており，道路自体は歩きやすく見通し

も良いと答える来街者がいる一方で，普段は車が多く歩

きにくい，ベビーカーを利用する際は坂や段差が気にな

 
図９ 自由が丘における病院数 

（自由が丘オフィシャルガイドブックより．●は診療所39

箇所，★は歯科医院で36箇所，◆は動物病院で２箇所．国

土地理院地図より筆者作成） 

 
 

 
図10 自由が丘における雑貨店の分布 

（自由が丘オフィシャルガイドブックにおいて雑貨と記載

された33店舗．国土地理院地図より筆者作成） 

 

 
図11 自由が丘におけるスウィーツ店の分布 

（自由が丘オフィシャルガイドブックにおいてスウィーツ，

洋菓子，ケーキ，カステラ，和菓子，焼き菓子，アイスクリ

ームと記載された15店舗．国土地理院地図より筆者作成） 

 
図12 自由が丘における習い事施設の分布 

（縮尺５万分の1.自由が丘オフィシャルガイドブックにお

いてスタジオ，教室，スクール，クラブ，学校と表記された

施設22箇所．国土地理院地図により筆者作成） 
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るといった意見も見られた．来街者の考える「安全性」

は，フレームワークにおける「治安」を意味する可能性

が高いことが分かった． 

Ⅴ 結び 

 本研究では，自由が丘のイメージ評価について，2001

年における「東京都における繁華街利用実態調査」で評

価の高かった「利便性」，「親密性」，「流行性」，「安全性」

の内容が明らかでなく，また調査から10年以上経過して

最新の調査も見られないことから，ジェイコブズ(2010)

を参考に枠組みを作り，それに基づいて質的調査を行う

ことを目的とした．調査は，目黒区役所，自由が丘商店

街振興組合への聞き取り調査，14ストリートでの来街者

への街頭インタビューである． 

 これらの調査の結果を次にまとめる．「利便性」には二

つの意味合いがあり，一つ目に鉄道による交通アクセス

の良さ，二つ目にジャンルごとに店舗を見比べることの

できる買い物のしやすさであった．これはフレームワー

クにおいて「路線（都外）」と「自由が丘駅周辺」の用途

に当てはまる．これに加え，区画の細かさがさまざまな

店舗の参入を牽引していると考え，「街区ごと」の用途も

当てはまるとした．「親密性」においては，住民間の活発

な交流，店員の対応の良さ，住民との距離が近いことか

ら「対人接触」における「施設」，「店舗」，「屋外の空間」，

「道路」が当てはまる．また，「敷居が低い」カジュアル

な店舗が多いこと，病院や習い事などの日常生活におい

て必要な施設が充実していることから，「日常に関連する

店舗」における「雑貨屋」，「病院」，「習い事」が最も当

てはまる．調査の結果，フレームワークにはないが，自

然と調和した空間も，「親密性」を高める要因であると考

えられる．「流行性」においては，駅前にシンボルである

女神像が設置されており，女神像にちなんだ名称の毎年

50万人が参加する女神まつりによって街が発信されるこ

とから，「シンボル」における「銅像」と，「ライフスタ

イル」における「イベント」，および先述の「習い事」が

当てはまる．また，歴史的背景から本格派の店舗，特に

最近では雑貨やスウィーツが多いことから，「モノ」にお

ける「雑貨」と「スウィーツ」が当てはまる．細い街路

を利用したエリアごとにおける特色のある景観づくり，

イメージキャラクター「ホイップるん」と企業とのタイ

アップなどの取り組みからは，目黒区，住民，大学，東

急電鉄との連携による街の発信が来街者に与える影響が

大きいことが分かった．フレームワークにはないが，来

街者は自由が丘を「おしゃれ」と答えることが多く，こ

れは低層住宅の多い高級住宅地としてのゆとりある景観

や石張り，通行人の服装などが影響していることが分か

った．「安全性」においては，自由が丘では安全カメラや

街の案内人の設置による抑止力活動に尽力していること

から，「治安」における「住民や事業主の意識」が最も当

てはまる．また，先述のように多様な店舗が点在し，街

を監視している体制にあることから「店舗の有無」も該

当する．「人の有無」に関しては，目黒区内での世帯数が

比較的少ないこと，夜間に歩くことが少ないとの回答が

複数あり，当てはまりにくいと判断した．一方で，「路面

環境」においては，目黒区の歩道整備や歩行者天国の実

施によって改善されてきており，歩きやすいと感じる来

街者もいるが，ベビーカーなど限られた来街者にとって

は依然として歩きにくさを感じていることから，「治安」

に比べて当てはまりにくいと結論づけた．しかし，ベビ

ーカーを利用する来街者が一定数いることは，来街者に

とってベビーカーで利用しやすい街という意識があるか

らだと考えられる．また，ベビーカーを利用する来街者

は近年増えていることからも，歩道整備による成果は表

れてきていると言える． 

 以上のことから，現在の自由が丘は，筆者が中学時代

に抱いていたカフェの多い自由が丘のイメージとは多少

異なるものがあった．筆者がカフェのイメージを抱いて

いた理由として，個人経営でオープンスペースの店舗は

視覚的に印象に残りやすい対象であったからだと考えら

れる．確かに自由が丘には，調査の結果としてカフェの

社会的役割である人との関わりが見受けられた．しかし，

研究を進めるうちに，自由が丘はカフェだけではなく，

コンパクトな街ながらも多種多様な店舗が細かい路地に

点在している街であるということが明らかになった．そ

して筆者が感じたことは，住民、来街者ともに，自由が

丘という街に大きな信頼を寄せているということである．

来街者の情報源は，初回での来街においてはインターネ

ットであるが，２回目以降は口コミやとりあえず来街し

たという人が多かった．こういった街に対する信頼は，

自由が丘の歴史的背景から，他の街にはない独特の用途

や住民属性が存在していることが要因である．内田（1989）

によれば，場所と場所イメージの関係が社会的に徐々に

固定されていく過程を場所イメージの記号化と呼んでお

り，記号化する集団は，時が経つにつれ規模が大きくな

り，強化されるという．自由が丘のイメージは一時期の

マスコミによるステレオタイプ化の影響は避けられない

ものの，内田が明らかにした歴史的背景によって記号化

された軽井沢の「高級地・避暑地」としての場所イメー

ジと同様に，依然として継続されていくと考えられる．

今後の自由が丘の課題として，土地の細分化や住宅地へ
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の商業地の拡大，踏切の必要性についての再検討，路地

が多いことによる避難時の対応などが挙げられる．自由

が丘の抱えるこれらの課題は自由が丘のイメージ評価に

大きく影響するため，今後の動向が注目される．また，

本研究では，平日，休日ともに午後の時間帯に限定して

街頭インタビューを行ったため，今後は時間帯の幅を広

げた来街者に対する調査や，自由が丘に特化した量的調

査を行うべきであることを調査課題として述べておく． 
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注 

1）自由が丘におけるまちづくりに関する方針を定める会社とし

て位置付けられる．区による出資は15％である．目黒区には

住区という考え方をもっており，ジェイ・スピリットは住区

ごとの住民や自由が丘商店街振興組合における各商店主，自

由が丘の企業，東急電鉄からも出資を受けている．  

2）自由が丘商店街振興組合などが出資する，株式会社ジェイ・

スピリットによって運営される自由が丘のイメージキャラク

ター．自由が丘のイベント参加はもちろんだが，毎月発行さ

れる「自由が丘かべ新聞」などのデザインにも使用され，街

の情報発信に大きく携わる． 

3）2013年度にまちの安全・快適部門のまちづくり法人大賞を受

賞．まちづくり法人大賞とは，地域における良好な環境や地

域の価値を維持・向上させるまちづくり法人が中心となった

先進的な取組を奨励・普及するため，地方公共団体や関係団

体の協力の下，2012年に創設された国土交通大臣表彰制度．

（国土交通省HPより，最終閲覧2015/12/09） 

4）ゴールデンウィークに開かれるスウィーツフェスタでは，小

学生が考える夢のスウィーツを応募し，選ばれると実際に自

由が丘のパティシエがスウィーツを作ってくれるというイベ

ントがある．また，駅前の女神広場にて本物のお菓子の家が

作られるのも見所であり，当日は記念写真に詰めかける来街

者も多い． 
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